
様式第二号の八（ 第八条の四の五関係）

年 6 月 30 日

神戸市長 宛

提出者

住所

氏名

電話番号

当該事業場において現に行っ ている 事業に関する 事項

令和　 6

④産業廃棄物の一連
の処理の工程

別紙のと おり

（ 第１ 面）

③従業員数 ７ ４ 名

産業廃棄物処理計画書

神戸市垂水区平磯1-1-65

神戸市建設局西水環境セン タ ー施設課

（ ０ ７ ８ ） －７ ５ ２ －５ ０ １ ７

　 廃棄物の処理及び清掃に関する 法律第12条第9項の規定に基づき 、 産業廃棄物の減量その他
その処理に関する 計画を 作成し たので、 提出し ま す。

事 業 場 の 名 称 神戸市建設局西水環境セン タ ー施設課( 垂水処理場）

事 業 場 の 所 在 地 神戸市垂水区平磯1-1-65

計 画 期 間 令和6年４ 月１ 日から 令和7年 3月 31日

①事業の種類 ３ ６ ３ １ 　 下水道処理施設維持管理業

②事業の規模 年間汚泥処理量　 ２ ５ ６ , ０ ６ １ ｔ （ 令和５ 年度）



産業廃棄物の処理に係る 管理体制に関する 事項

（ 管理体制図）

産業廃棄物の排出の抑制に関する 事項

【 前年度（ 令和　 5 年度） 実績】

t t

（ こ れま でに実施し た取組）

【 目標】

ｔ ｔ

（ 今後実施する 予定の取組）

産業廃棄物の分別に関する 事項

―

②計画

( 今後分別する 予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する 取組)

②計画

産業廃棄物の種類 0200 汚泥 0300 廃油

排出量 256000 1

汚泥濃縮効率、 消化効率の向上を はかる など 汚泥発生量の抑制を
目指し ている 。

①現状

（ 分別し ている 産業廃棄物の種類及び分別に関する 取組）

―

0200 汚泥 0300 廃油

排出量 256062 1. 5

汚泥濃縮効率、 消化効率の向上を はかる など 汚泥発生量の抑制を
目指し ている 。

（ 第２ 面）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 センタ ー長
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ↓　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ↓
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 管理課長　 　 　 　 　 　 施設部長（ 廃棄物処理総括責任者）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ↓　 　 　 　 ↓　 　 　 　 　 　 　 　 ↓
　 　 　 　 　 　 　 　 保全係　 　 　 サービ ス 係　 　 　 施設課長（ 廃棄物管理責任者）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ↓　 　 　 ↓
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 施設係　 　 水環境係

①現状

産業廃棄物の種類



自ら 行う 産業廃棄物の再生利用に関する 事項

【 前年度（ 令和　 5 年度） 実績】

t ｔ

（ こ れま でに実施し た取組）

【 目標】

t ｔ

（ 今後実施する 予定の取組）

自ら 行う 産業廃棄物の中間処理に関する 事項

【 前年度（ 令和　 5 年度） 実績】

t ｔ

t ｔ

（ こ れま でに実施し た取組）

【 目標】

t t

t t

（ 今後実施する 予定の取組）

②計画

産業廃棄物の種類 0200 汚泥 0300 廃油

自ら 再生利用を 行う
産業廃棄物の量

0

汚泥脱水工程での薬品注入の適正化、 脱水機の適宜整備

②計画

産業廃棄物の種類 0200 汚泥 0300 廃油

自ら 熱回収を 行う
産業廃棄物の量

0 0

自ら 中間処理によ り 減量する
産業廃棄物の量 255000

①現状

産業廃棄物の種類 0200 汚泥

自ら 熱回収を 行っ た
産業廃棄物の量 0 0

自ら 中間処理によ り 減量し た
産業廃棄物の量 254900 0

汚泥脱水工程での薬品注入の適正化、 脱水機の適宜整備

0300 廃油

（ 第３ 面）

①現状

産業廃棄物の種類 0200 汚泥 0300 廃油

自ら 再生利用を 行っ た
産業廃棄物の量

0 0

―

0 0

―



自ら 行う 産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する 事項

【 前年度（ 令和　 5 年度） 実績】

t ｔ

（ こ れま でに実施し た取組）

【 目標】

t ｔ

（ 今後実施する 予定の取組）

産業廃棄物の処理の委託に関する 事項

【 前年度（ 令和　 5 年度） 実績】

t ｔ

t ｔ

t ｔ

t ｔ

t ｔ

（ こ れま でに実施し た取組）

認定熱回収業者以外の
熱回収を 行う 業者への
処理委託量

0 0

―

①現状

産業廃棄物の種類 0200 汚泥 0300 廃油

全処理委託量 1161 1. 5

優良認定処理業者への
処理委託量

0 0

再生利用業者への
処理委託量

413 1. 5

認定熱回収業者への
処理委託量

0 0

―

②計画

産業廃棄物の種類 0200 汚泥 0300 廃油

自ら 埋立処分又は
海洋投入処分を 行う
産業廃棄物の量

0 0

―

（ 第４ 面）

①現状

産業廃棄物の種類 0200 汚泥 0300 廃油

自ら 埋立処分又は
海洋投入処分を 行っ た
産業廃棄物の量

0 0



【 目標】

t ｔ

t ｔ

t ｔ

t ｔ

t ｔ

（ 今後実施する 予定の取組）

0

―

認定熱回収業者への
処理委託量

0 0

認定熱回収業者以外の
熱回収を 行う 業者への
処理委託量

0

（ 第５ 面）

②計画

産業廃棄物の種類 0200 汚泥 0300 廃油

全処理委託量 1150 1

優良認定処理業者への
処理委託量

0 0

再生利用業者への
処理委託量

420 1



（第２面）

産業廃棄物の排出の抑制に関する 事項

【 前年度（ 令和　 5 年度） 実績】

t

（ こ れま でに実施し た取組）

【 目標】

ｔ

（ 今後実施する 予定の取組）

産業廃棄物の分別に関する 事項

①現状

産業廃棄物の種類
2200 管理型混合廃棄物（ 廃

プラ 、 金属く ず等）

排出量 5

①現状

（ 分別し ている 産業廃棄物の種類及び分別に関する 取組）

②計画

( 今後分別する 予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する
取組)

②計画

産業廃棄物の種類
2200 管理型混合廃棄物（ 廃

プラ 、 金属く ず等）

排出量 4

―

―

―

―



自ら 行う 産業廃棄物の再生利用に関する 事項

【 前年度（ 令和　 5 年度） 実績】

t

（ こ れま でに実施し た取組）

【 目標】

t

（ 今後実施する 予定の取組）

自ら 行う 産業廃棄物の中間処理に関する 事項

【 前年度（ 令和　 5 年度） 実績】

t

t

（ こ れま でに実施し た取組）

【 目標】

t

t

（ 今後実施する 予定の取組）

（ 第３ 面）

①現状

産業廃棄物の種類
2200 管理型混合廃棄物（ 廃

プラ 、 金属く ず等）

自ら 再生利用を 行っ た産業
廃棄物の量

0

②計画

産業廃棄物の種類
2200 管理型混合廃棄物（ 廃

プラ 、 金属く ず等）

自ら 再生利用を 行う
産業廃棄物の量

0

―

①現状

産業廃棄物の種類
2200 管理型混合廃棄物（ 廃

プラ 、 金属く ず等）

自ら 熱回収を 行っ た
産業廃棄物の量 0

自ら 中間処理によ り 減量し た
産業廃棄物の量 0

②計画

産業廃棄物の種類
2200 管理型混合廃棄物（ 廃

プラ 、 金属く ず等）

自ら 熱回収を 行う
産業廃棄物の量

0

自ら 中間処理によ り 減量する
産業廃棄物の量 0

―

―

―



自ら 行う 産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する 事項

【 前年度（ 令和　 5 年度） 実績】

t

（ こ れま でに実施し た取組）

【 目標】

t

（ 今後実施する 予定の取組）

産業廃棄物の処理の委託に関する 事項

【 前年度（ 令和　 5 年度） 実績】

t

t

t

t

t

（ こ れま でに実施し た取組）

（ 第４ 面）

①現状

産業廃棄物の種類
2200 管理型混合廃棄物（ 廃

プラ 、 金属く ず等）

自ら 埋立処分又は
海洋投入処分を 行っ た
産業廃棄物の量

0

―

再生利用業者への
処理委託量

0

認定熱回収業者への
処理委託量

0

②計画

産業廃棄物の種類
2200 管理型混合廃棄物（ 廃

プラ 、 金属く ず等）

自ら 埋立処分又は
海洋投入処分を 行う
産業廃棄物の量

0

―

認定熱回収業者以外の熱回
収を 行う 業者への処理委託
量

0

①現状

産業廃棄物の種類
2200 管理型混合廃棄物（ 廃

プラ 、 金属く ず等）

全処理委託量 5

優良認定処理業者への処理
委託量

0

―



【 目標】

t

t

t

t

t

（ 今後実施する 予定の取組）

認定熱回収業者への
処理委託量

0

認定熱回収業者以外の熱回
収を 行う 業者への処理委託
量

0

4

優良認定処理業者への処理
委託量

0

再生利用業者への
処理委託量

0

―

（ 第５ 面）

②計画

産業廃棄物の種類
2200 管理型混合廃棄物（ 以
下、 含ま れる 産業廃棄物の

種類）

全処理委託量



（ 第６ 面）
備考
　 １ 　 前年度の産業廃棄物の発生量が1, 000ト ン 以上の事業場ご と に１ 枚作成する こ と 。
　
　 ２ 　 当該年度の６ 月30日ま でに提出する こ と 。
　
　 ３ 　 「 当該事業場において現に行っ ている 事業に関する 事項」 の欄は、 以下に従っ て記入する こ
と 。

　 　 ( 1) 　 ①欄には、 日本標準産業分類の区分を 記入する こ と 。
　 　 ( 2) 　 ②欄には、 製造業の場合における 製造品出荷額（ 前年度実績） 、 建設業の場合における 元請
完成工事高（ 前年度実績） 、 医療機関の場合における 病床数（ 前年度末時点） 等の業種に応じ 事業規
模が分かる よ う な前年度の実績を 記入する こ と 。
　 　 ( 3) 　 ④欄には、 当該事業場において生ずる 産業廃棄物についての発生から 最終処分が終了する ま
での一連の処理の工程（ 当該処理を 委託する 場合は、 委託の内容を 含む。 ） を 記入する こ と 。
　
　 ４ 　 「 自ら 行う 産業廃棄物の中間処理に関する 事項」 の欄には、 産業廃棄物の種類ご と に、 自ら 中
間処理を 行う に際し て熱回収を 行っ た場合における 熱回収を 行っ た産業廃棄物の量と 、 自ら 中間処理
を 行う こ と によ っ て減量し た量について、 前年度の実績、 目標及び取組を 記入する こ と 。
　
　 ５ 　 「 産業廃棄物の処理の委託に関する 事項」 の欄には、 産業廃棄物の種類ご と に、 全処理委託量
を 記入する ほか、 その内数と し て、 優良認定処理業者（ 廃棄物の処理及び清掃に関する 法律施行令第
６ 条の11第２ 号に該当する 者） への処理委託量、 処理業者への再生利用委託量、 認定熱回収施設設置
者（ 廃棄物の処理及び清掃に関する 法律第15条の３ の３ 第１ 項の認定を 受けた者） である 処理業者へ
の焼却処理委託量及び認定熱回収施設設置者以外の熱回収を 行っ ている 処理業者への焼却処理委託量
について、 前年度実績、 目標及び取組を 記入する こ と 。
　
　 ６ 　 それぞれの欄に記入すべき 事項の全てを 記入する こ と ができ ないと き は、 当該欄に「 別紙のと
おり 」 と 記入し 、 当該欄に記入すべき 内容を 記入し た別紙を 添付する こ と 。 ま た、 産業廃棄物の種類
が３ 以上あ る と き は、 前年度実績及び目標の欄に「 別紙のと おり 」 と 記入し 、 当該欄に記入すべき 内
容を 記入し た別紙を 添付する こ と 。 ま た、 それぞれの欄に記入すべき 事項がないと き は、 「 ―」 を 記
入する こ と 。

　 ７ 　 ※欄は記入し ないこ と 。



当該事業所において現に行なっ ている 事業に関する 事項 

○ 廃棄物処理フ ロ ーシート  

 

 

 

 

 

下水処理行程で発生し た消化汚泥を 脱水機によ り 脱水し 、 脱水ケーキと し ている 。 脱水

ケーキは委託によ る 運搬の後、焼却し 焼却灰は埋立て処分又はコ ンク リ ート 製品等の原

料と し て再利用。  

          

焼却施設  神戸市 建設局 東水環境センタ ー 東部ス ラ ッ ジセンタ ー 

 

再利用 

埋立処分 

下水処理行程によ り  

発生し た消化汚泥 

汚泥脱

水機 

脱 水 ケ

ーキ 

焼 却 施

設 

焼却灰 

廃棄物の流れ 委託処理部分の範囲 


